
保護者等からの放課後等デイサービス事業所評価の集計結果(公表)

公表 :令和 5年 2月 24日

事 業 所 名  社会福祉法人差の芽福れ!会

障害児学章保音所あみ
保護者等数 (児童数)19(21) 回収数19 割合100%

■1放課後等デイサービスを利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全
般の状況に関するアセスメントを通して、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課
題、支援の具体的内容、支援を提供する上での留意事項などを記載する計画のこと。放課後等デイサービス事業
所の児童発達支援管理責任者が作成する。
キ2事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のこと。子どもの障がい特性や課題、
平日/休 日/長期休暇の別等に応して柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。

ご意見を踏まえた
対応

活動内容に応じて部屋の使い方や落ち着くスペース確保などを
工夫していきます。
庭は狭いです力く、隣に広いグランドや公園力`あるので、心身と
もにのびのび過ごせるよう利用する機会も多く計画していていま
す。

法令基準より加配した賊員体制で子どもたちに対応していま
す。今後も研修を重ね、職員のスキルアップに努めていきます。

建物構造上、玄閣、階段はパリアフリー化できていません。借
家上難しいところもありますが、今後必要と判断した箇所があれ
ば検討していきたい思います。

子どもたちの願いを引き出しきれていないので、対話しつつ掴
んていけるよ引こ努力していきます。

それぞれの子どもたちの関心のある事、得意なこと等活かした
活動や集団作りの視点や課題にチャレンジしていく活動等を
日々模素していますが、子どもたちの活動要求に追いついてい

ないと感しることもあります。子どもたちと対話・共同しての活動
計画作りにも取り組んでいきます。

施設間の交流てはありませんが、近くの公園で地域のどもたち
と日常的に一緒 に遊ぶ機会があり、よい交流の場になっていま

す。

定期的な面談時やお迎え時に日々の標子や子ども同士のかか
わり、成長など共有していくよう1こ 努力していますが、今後ともて
いねしЧこ共通理解が図れるよう努めていきたいと思います。

いつても相談てきるような関係づくりと環境づくりに今後も努め
ていけるよう1こ 努力します。必要に応して関係機関と連携した
り、専門機関につなぐ等 保護者の安心につながるような支援
に努めてます。

ここ数年コロナ禍て開催 は難しいところてしたが、状況を見な力(

ら保護者会の開催が可能であれ ばいっしょ
「こ検討、サポートし

ていけるように努めます。

第三者委員会や苦情解決のための申語喜と回収BOXの設置に
ついて契約時にご説明させていただいております。事業所の対
応に不安やご意見があつた時に、安心して直接相談していただ
けるような信頼関係を築いていけるよう1こ努力いたします。寄せ
られたご意見につきましては、、対応 対策について等スタッフ
間て協議し、丁寧にご説明していきます。

定期的にマニュアルの見直しをつつ周知していけるように努め
ます。

避難訓練は定期的に行つていますが、いるいるな事案を想定し
ての訓練は十分にてきていないので、計画的に取り組んていけ
るよう1こ します。子どもたちとも訓練の意味を共有しながらみん

なて真剣に取りめるようサポートしていきます。訓練計画・実施
について保護者にもお知らせてきるように努めていきます。

今後も子どもたちや保護者の願いや思いに応えていくことがで
きるよう、保護者のみなさんといつしょに子どもたちの成長をサ

ポートできるよう、実践の充実にむけて日々努力してまいりま

す。

ご意見

庭が狭いのが難 点ではあります
が、建物全体をよく工夫しておられる
と思います。

難しいかもしれませんがもう少し職
員多ければよいかもしれません

・出来る範囲の部分 は考えながらよく

されていると思います。
・車椅子の子はいないのて今のとこ

ろ問題 はないと思います。

・こどもの各個性をよく見ていてくださ
います。

特に必要を感じません。

・話しやすい雰囲気があると思いま
す。

ξ舌しやすい雰囲気があると思いま
す。

・コロナ禍で難しいのでは ?と 思う
・コロナ禍では難しいので現状ていい

と思う。

保護者会はないが、送 り迎えの時
に話せるので問題 はない。
・特定の保護者にしか会う機会がな
い 。

・小さなことでもすぐ連絡をもらえるの
で安心です。
・ラインやお便りも活用して伝達して
いただいている。

あみ通信の内容はすばらしいです。

・今は感染症が怖いのですが、対策
をしていただきはつとしています。
・書面等て知らせていただいている。

・真面目に訓練に今加てきたらもつと

良いと思う。
・過去1回 しか記憶にないてす。

・あみが楽しみで学校へ行けてるよう
なものです。

・いつも柔軟に対応していただき、感

謝しています。
遠いところまて迎えに来ていただき

感謝しています。
・自信の持てる取り組みを見つけても

らえて喜んでいます。
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チエック項目

子どもの活動等のスペースが十分に確保さ
れているか

職員の配置数や専門性は適切であるか

事業所の設備等は、スロープや手すりの設
置などバリアフリー化の配慮が適切になされ
ているか

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、放誤後等デイサービス計画

ュが作成されているか

活動プログラム*2カぐ固定化しないよう工夫さ
れているか

放課後児童クラブや児童館との交流や、障
がいのない子どもと活動する機会力ぐあるか

支援の内容、利用者負担等について丁寧な
説明がなされたか

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、
子どもの発達の状況や課題について共通理
解ができているか

保護者に対して面談や、育児に関する助言
等の支援が行われているか

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開
催等により保護者同士の連携が支援されて
いるか

子どもや保護者からの苦情について、対応
の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知・説明し、苦情があつた場合に迅速か
つ適切に対応しているか

子どもや保護者との意思の疎通や情報伝逓
のための配慮がなされているか

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務に

関する自己評価の結果を子どもや保護者に
対して,「信 l´ ていスか

個人情報に十分注意しているか

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、保護者に周
知・説明されているか

非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか

子どもは通所を条しみにしているか

事業所の支援に満足しているか

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

環
境

・
体
制
整
備

適
切
な
支
援
の
提
供

保
震
者

へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応

満

足
度



放課後等デイサービス事業所における自己評価結果 (公表)

公表:令和 5年 2月 24日 事 華 所名  朴44畠れ卜携人孝の事箱莉際 田登客 IF単音 倶奮 所 ふ泳

課題や改善すべき点を賠まえた
改善内容又は改善目標

建物構造上、玄関、階段はバリアフリー化できていない。借家上難
しいところもあるが、今後必要と判断した箇所があれば検討していき
たい。

客観 的な実践評価 は必要 。まだそのしくみが定期 的に確立できてい

ない。薩摩川内市地域 本部全体で今後どう取 り組んでいけるか検

討していきたい。

子どもの自身の思いや願いを引き出しきれていないので、対話しな
がらつかんでいけるよう努力していく。

日々の活動計画についても、毎月子どもたちと立案後チームで検討
していけるようなしくみを作っていく。

子どもと対話しながら月の計画案を話し合い計画表を作成していく。
バランスよく活動内容が組み立てられる様に、集国作りやそれぞれ
の課題にてらし合わせながらスタッフの視点からも検討していく。

記録のとり方の要点を再度スタッフで確認・共有しあい、わかりやす
く支援に生かせる記録の取り方に努めていく。

ガイドラインについてスタッフみんなで学ぷ機会を作り、実践を客観
的にとらえていく力もつけていきたい。

工夫している点

庭は狭いが、隣に広いグランドや公園があるので、
心身ともにのびのび過ごせるよう利用する機会も多
く計画している。

法令基準より加配した職員体制て、こどもたちに対
応できるように努めている。

毎日の振り返りの中での検討事案については、翌
日スタッフ間で協議し、今後の取り組みなど共有で
きるように努力している。

日頃から保護者とのコミュニケーションをとるよう1こ

心がけ、なんでも相談できるような環境づくり努めて
いる。保護者アンケートや相談等で上がった件につ
いてはスタッフ会議で検討し、保護者の安心につな
がるように努力している。

毎月のスタッフ会議てテーマを決めての研修は重ね
ている。その他法人研修、放課後連、オンライン研
修など実施。学んだあとの意見交流や感想レポート
の記入などを通して、学びの共有、定着が少しずつ
図れるように努めている。

季節の行事やみんなで取り組む活動については事
前にスタッフ会議で話し合って検討している。

平日は学校後の短い時間なので、子どもたちの意
向も聞きながら計画に応して活動の提案はするが

緩やかに対応している。自由に遊べる時間を保障
する中で仲間とのかかわりを支援している。

それぞれの子どもたちや集団の課題、集団作りの
視点も入れながら個別、小集団、集団で等活動の
組み立てを工夫している。好きな活動をたつぷり楽
しむことも保障している。

毎日支援開始前に日案に基づいてそれぞれの動き
や支援の留意点など共有できるよう1こ している。

短い時間ではあるが子どもたちの姿やかかわり方
について意見交換しあう時間を設けている。協議が
必要な事例については翌日の昼礼にて対応を検討
し共有できるようにしている。

記録をもとに一人一人の長期的な変化や成長を確
認出来たりやかかわりのありかたを振り返ることが
できるようにしている。
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チェック項 目

利用定員が指導ヨ‖練室等スペースとの関係で適
切である

職員の配置数は適切である

事業所の設備等について、バリアフリー化の配慮
が適切になされている

業務改善を進めるためのPDCAサイクル(目 標設
定と振り返り)に、広く職員が今画している

保護者等向け評価表を活用する等によリアンケー
ト調査を実施して保護者等の意向等を把握し、業
務改善につなげている

この自己評価の結果を、事業所の会報やホーム
ページ等で公開している

第二者による外部評価を行い、評価結果を業務
改善につなげている

職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確
保している

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニー
ズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイ
サービス計画を作成している

子どもの適応行動の状況を把握するために、標準
化されたアセスメントツールを使用している

活動プログラムの立案をテームで行つている

活動プログラムが固定化しないよう工夫している

平日、休日、長期休暇に応して、課題をきめ細や
かに設定して支援している

子どもの状況に応して、個別活動と集団活動を適
宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作
成している

支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その
同行われる支援の内容や役割分担について確認
している

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その
日行われた支援の振り返りを行い、気付いた点等
を共有している

日々の支援に関して正しく記録をとることを徹底
し、支援の検証・改善につなげている

定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサー
ビス計画の見直しの必要性を判断している

ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わせ
て支援を行つている
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いまのところ設備及び体制上現状 受け入れ は難 しい状況にある

必要 に応 じて連携を図つて行 ける様に努めていく。

必要に応して連携を図つて行ける様に努めていく。

薩摩川内市発送専門相談員から実践に関する助言や研修を定期
的に受け、日々の実践を客観的にとらえなおしたり、学びあう機会を
重ねている。

面談は定期的に実施し保護者の思いを聴く機会を大切にしている。
日常的にもいつでも相談できるような関係づくりと環境づくりに今後
も務めていけるようにする。必要に応して関係機関と連携したり、専
門機関につなぐ等、保護者の安心につながるような支援に努めてい
る。

コロナ禍て保護者会活動も休止していたが、状況を見ながら再開し
ていけないかいっしょに検討し、サポートしていく。

第三者委員会や昔情解決のための申請をと回収BOXの設置につ
いて契約時説明している。事業所の対応に不安やご意見があつた
時に、安心して直接相談していただけるような信頼関係を築いてい
けるように引き続き努力していく。寄せられた事例については、今後
の対応・対策について等スタッフ閣て協議し、丁寧に説明していく。

コロナ禍て地域との交流の機会(お祭りなど)が休止している。状況
を見ながら地域本部全体で今後検討したい。

必要な時に児発管・所長が参画し、その子にとって
より良い支援のあり方を協議できるようにしている。

学校との連絡・情報共有は必要に応して早めに調
整したり、確認できるように努めている。

事業所交流は出来ていないが、地域の子どもたちと
の交流が生まれるように日常的に近くの公園に連
れ出し、いつしよに遊ぷ機会を作つている。

自立支援協議会の子ども部会に定期的に今画し、
他事業所と連携しつつ、地域の課題についても協議
している。

お迎え時には活動の様子 や仲間とのかかわり(ふ
つかり合いも含めて)を伝えながらその時 々の状況

や課題 、成長を共有できるように努めている。

ペアレントトレーエングというスタンスではなく、共に
悩み、共感しながら事業所で出来る事、家庭て出来
ることをいつしょに模茶していきたい。必要に応して
専門機関と連携しつつサポートしていく。

毎月通信を通して連絡事項、活動の中での子どもた
ちの様子やかかわりの中での成長した姿、子どもた
ちから学んだこと等T事に伝えられるよう努めてい
る。
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障害児相談支援事業所のサービス担当者会議に
その子どもの状況に精通した最もふさわしい者が
多画している

学校との情報共有(年 間計画・行事予定等の交
換、子どもの下校時刻の確認等)、 連絡調整(送

迎時の対応、トラブル発生時の連絡)を適切に
行っている

医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合は、
子どもの主治医等と連絡体制を整えている

就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こど
も国、児童発達支援事業所等との間で情報共有と
相互理解に努めている

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所から
障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、そ
れまでの支援内容等の情報を提供する等してい
る

児童発達支援センターや発達障害者支援セン
ター等の専門機関と連携し、助言や研修を受けて
いる

放課後児童クラブや児童館との交流や、障がいの
ない子どもと活動する機会がある

(地域自立支援)協 議会等へ積極的に多加してい
る

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ど
もの発達の状況や課題について共通理解を持つ
ている

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者
に対してペアレントトレーニング等の支援を行つ
ている

運営規程、支援の内容、利用者負担等について
丁寧な説明を行つている

保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適
切に応し、必要な助言と支援を行つている

父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催
する等により、保護者同士の連携を支援している

子どもや保護者からの音情について、対応の体制
を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、苦
情があつた場合に迅速かつ適切に対応している

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定
連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発
信している

個人情報に十分注意している

障がいのある子どもや保護者との意思の疎通や
情報伝達のための配慮をしている

事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開
かれた事業運営を図つている
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マニュアルの内容を定期的に見直し、周知できるように努めていく。

避難訓練は定期的に行つているが、いろいるな事案を想定しての訓
鰊は十分ではない。計画的に取り組んでいけるようにする。

スタッフにもセルフチエックリストを用いての振り返りにも定期的に取
り組んでいく。

身体拘束についてスタッフ間で学ぷ機会を重ねていきながら、T車
に協議していけるように努めていく。

現在利用児には食物アレルギーを持つている子どもはいないが、対
象児が出てきたら対応していく。

毎月事例があれば月報のとヤリハット欄に記入し会議等で共有して
いるが、事例集という形式ではない。綴つて事例集としていつでも共
有できるようにしていく。

虐待防止研修に積極的に(事業所内外)今加してい
る研修後の意見交換や感想レポート記入などを通し
て自分たちの事業所に引きよせて考えあう機会を設
けている。。

O

O

O

〇

O

O

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症
対応マニュアルを策定し、職員や保護者に周知し
ている

非常災害の発生に備え、定期的に避難、敷出そ
の他必要な訓練を行っている

虐待を防止するため、職員の研修機会を確保す
る等、適切な対応をしている

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかに
ついて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前
に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイ
サービス計画に記載している

食物アレルギーのある子どもについて、医師の指
示書に基づく対応がされている

ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有し
ている
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